








緒言 

ヒト受精卵の多数が自然流産によって失われ,その大部分が妊娠初期に起っていると推定

される。最近の調べによると,尿中の絨毛性ゴナドトロピン(HCG)が上昇し妊娠(着床)が確

認された婦人の約 1/3 は,その後妊娠,流産のいずれの徴候もなく,これらの胎芽は着床後

ごく早い時期に死亡し,母親もそれを自覚しなかったものと考えられる。 

これまでの多くの調べで,自然流産胎児の 50～60%が形態または染色体の異常を有するこ

とが明らかにされているが,妊娠の極く早期の死亡胚についての調べはほとんどない。高率

に起る早期子宮内死亡の原因を解明することは,発生中のヒトに対する有害な因子を同定

し,それを除去するためにも重要と考えられる。われわれは,これまでに,intact な絨毛膜

でありながらその中に胎芽の認められない empty chorionic sac(ECS)の多数例を得ている

が,これらは着床後の早い時期に胎芽が死亡し吸収されたものである。今回,これらの ECS

について casecontrol study を行い,その関連因子を分析した。 


